
お
知
ら
せ

介
護
保
険
の
利
用
状
況
を
通
知

　

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
者

に
、
介
護
保
険
利
用
状
況
の
お
知
ら

せ
を
10
月
下
旬
に
郵
送
。
今
回
の
通

知
に
は
、
５
月
か
ら
８
月
ま
で
の
居

宅
・
施
設
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
利
用
分

が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

問
介
護
保
険
室
☎
０
２
７
―
８
９
８

―
６
１
５
７

タ
イ
ヤ
の
処
分
方
法
は
相
談
を

　

家
庭
で
不
用
に
な
っ
た
自
動
車
や

バ
イ
ク
の
タ
イ
ヤ
は
、市
で
は
回
収
・

処
分
が
で
き
ま
せ
ん
。
処
分
に
つ
い

て
は
、
タ
イ
ヤ
販
売
店
や
カ
ー
用
品

店
、
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
な
ど
に
相

談
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
県
タ
イ
ヤ

商
工
協
同
組
合
（
☎
０
２
７
９
―
５

３
―
３
１
３
１
）
で
は
、
タ
イ
ヤ
販

売
店
の
紹
介
を
し
て
い
ま
す
。

問
ご
み
減
量
課
☎
０
２
７
―
８
９
８

―
６
２
７
２

消
火
具
の
破
裂
事
故
に
ご
注
意

　

一
部
の
エ
ア
ゾ
ー
ル
式
簡
易
消
火

具
で
は
、
製
造
上
の
不
具
合
を
原
因

と
す
る
液
漏
れ
や
破
裂
事
故
が
発
生

し
て
い
ま
す
。
対
象
商
品
は
下
記
の

や
倒
壊
す
る
可
能
性
の
有
無
を
調
査
。

耐
震
性
が
不
足
す
る
場
合
は
、
耐
震

改
修
の
補
助
制
度
が
利
用
で
き
ま
す
。

対
象
住
宅
＝
次
の
全
て
を
満
た
す
市

内
の
木
造
住
宅
、
先
着
20
戸
。
①
昭

和
56
年
５
月
31
日
以
前
に
着
工
し
た

一
戸
建
て
の
住
宅
か
併
用
住
宅
（
住

宅
部
分
の
床
面
積
が
２
分
の
１
以

上
）
②
平
屋
か
２
階
建
て
③
在
来
軸

組
み
工
法
で
建
築

費
用
＝
１
，
０
０
０
円

用
意
す
る
物
＝
印
鑑
、
確
認
通
知
書

な
ど
の
図
面

申
10
月
19
日
㈪
〜
11
月
６
日
㈮
に
市

役
所
建
築
指
導
課
（
☎
０
２
７
―
８

９
８
―
６
７
５
２
）
へ
直
接

と
お
り
で
す
。
こ
れ
ら
は
製
造
元
で

自
主
回
収
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
す

で
に
品
質
保
証
期
間
が
過
ぎ
て
い
ま

す
。同
製
品
を
持
っ
て
い
る
場
合
は
、

適
正
に
廃
棄
し
て
く
だ
さ
い
。

問
消
防
局
予
防
課
☎
０
２
７
―
２
２

０
―
４
５
０
７
、
ヤ
マ
ト
プ
ロ
テ
ッ

ク
☎
０
１
２
０
―
８
０
１
―
０
８
４

木
造
住
宅
を
資
格
者
が
耐
震
診
断

　

耐
震
診
断
調
査
資
格
者
が
、
耐
震

診
断
を
実
施
し
、
地
震
に
弱
い
部
分

を
対
象
に
パ
ー
ソ
ン
ト
リ
ッ
プ
調
査

を
行
い
ま
す
。
こ
の
調
査
は
、
日
頃

の
生
活
の
中
で
「
い
つ
、
ど
こ
に
、

ど
ん
な
目
的
で
、
ど
の
よ
う
な
交
通

手
段
で
」
移
動
し
た
か
な
ど
、
人
の

一
日
の
動
き
を
調
べ
る
も
の
。
無
作

為
に
抽
出
さ
れ
た
世
帯
を
対
象
に
10

月
下
旬
か
ら
11
月
中
旬
ま
で
に
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
票
が
郵
送
さ
れ
ま
す
。

届
い
た
場
合
に
は
、
調
査
へ
の
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
パ
ー
ソ
ン
ト
リ
ッ
プ
調
査
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
☎
０
１
２
０
―
７
０
２

―
２
０
５
、
市
都
市
計
画
課
☎
０
２

７
―
８
９
８
―
６
９
４
４

駅
前
の
店
舗
を
巡
り
賞
品
ゲ
ッ
ト

　

本
市
で
は
、
駅
周
辺
の
活
性
化
を

目
的
に
Ｊ
Ｒ
前
橋
・
新
前
橋
駅
前
で

オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ
社
会
実
験
を
行
っ

て
い
ま
す
。
新
前
橋
駅
前
で
は
、
今

回
新
た
に
商
工
会
と
連
携
し
、
駅
周

辺
の
各
店
舗
を
巡
る
ス
タ
ン
プ
ラ
リ

ー
を
実
施
。
３
店
舗
の
ス
タ
ン
プ
を

集
め
る
と
、
抽
選
で
豪
華
賞
品
が
あ

た
る
チ
ャ
ン
ス
も
。
ス
タ
ン
プ
ラ
リ

ー
の
台
紙
は
各
加
盟
店
舗
に
置
い
て

あ
り
ま
す
。

期
日
＝
11
月
30
日
㈪
ま
で

会
場
＝
Ｊ
Ｒ
新
前
橋
駅
（
古
市
町
）

周
辺
の
18
店
舗

問
政
策
推
進
課
☎
０
２
７
―
８
９
８

―
６
５
１
３

催　

し

前
橋
こ
ど
も
図
書
館

☎
０
２
７
―
２
３
０
―
８
８
３
３

□
読
み
聞
か
せ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成

講
座
（
初
級
）

日
時
＝
11
月
２
日
㈪
午
前
10
時
〜
正
午

会
場
＝
前
橋
プ
ラ
ザ
元
気
21

対
象
＝
読
み
聞
か
せ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
し
て
い
る
人
か
こ
れ
か
ら
始
め

よ
う
と
し
て
い
る
人
、
先
着
30
人

内
容
＝
絵
本
の
選
び
方
や
読
み
聞
か

せ
の
基
礎
技
術
の
習
得

申
10
月
23
日
㈮
か
ら
同
館
へ

□
休
館
日
の
お
知
ら
せ

　

10
月
28
日
㈬
は
県
民
の
日
に
合
わ

せ
て
開
館
し
、
29
日
㈭
が
休
館
に
な

り
ま
す
。

総
合
教
育
プ
ラ
ザ

☎
０
２
７
―
２
３
０
―
９
０
９
４

□
名
作
映
画
劇
場

日
時
＝
11
月
２
日
㈪
午
後
２
時

対
象
＝
一
般
、
先
着
１
１
２
人

内
容
＝
「
ジ
ェ
ー
ン
・
エ
ア
」（
ジ
ョ

ー
ン
・
フ
ォ
ン
テ
イ
ン
主
演
）

申
当
日
同
館
へ
直
接

中
央
公
民
館

☎
０
２
７
―
２
１
０
―
２
１
９
９

□
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
劇
団
ア
ラ
ム
ニ
ー

「
カ
ル
メ
ン
」
公
演

日
時
＝
11
月
29
日
㈰
午
後
１
時
30
分

対
象
＝
一
般
、
先
着
４
０
０
人

申
同
館
窓
口
で
入
場
整
理
券
を
配
布

日
時
＝
10
月
31
日

㈯
・
11
月
１
日
㈰
、

午
前
10
時
30
分
〜

午
後
４
時

会
場
＝
敷
島
公
園

ば
ら
園

販
売
株
数
＝
各
日
70
株
（
１
人
１

株
。
売
り
切
れ
次
第
終
了
）

費
用
＝
〈
大
〉
２
，５
０
０
円
〈
小
〉

１
，
５
０
０
円

問
公
園
管
理
事
務
所
☎
０
２
７
―
２

１
０
―
２
０
１
０

パ
ー
ソ
ン
ト
リ
ッ
プ
調
査
を
実
施

　

県
と
市
で
は
、
今
後
の
ま
ち
づ
く

り
の
基
礎
資
料
と
し
て
利
用
す
る
た

め
、
群
馬
県
、
栃
木
県
の
22
市
町
村

県
最
低
賃
金
が
７
３
７
円
に
改
正

　

県
の
最
低
賃
金
（
地
域
別
最
低
賃

金
）
が
、
時
間
額
７
２
１
円
か
ら
７

３
７
円
へ
改
正
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ

は
県
内
で
働
く
労
働
者
と
使
用
者
に

適
用
さ
れ
る
も
の
で
す
（
一
部
を
除

く
）。
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
て
く

だ
さ
い
。

問
群
馬
労
働
局
☎
０
２
７
―
２
１
０

―
５
０
０
５

ま
え
ば
し
の
バ
ラ
を
販
売
し
ま
す

　

秋
の
バ
ラ
フ
ェ
ス
タ
期
間
中
に
開

催
さ
れ
る
「
前
橋
薔ば

薇ら

特
区
」
で
、

ま
え
ば
し
の
バ
ラ
「
あ
か
ぎ
の
輝
き
」

を
販
売
し
ま
す
。

コラム
ようこそ市長室へ
スマートフォンまたは

タブレット端末でご覧ください

長市

　ついに、NHK大河ドラマ「花燃ゆ」の舞台が
群馬に。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　群馬はまだか、前橋が映るのはいつかと首を
長くして待っていました。　　　　　　　　　
　故郷の先人たちの活躍が全国に紹介されるも
のと胸を躍らせています。　　　　　　　　　
｠私たちの前橋・群馬は東国文化の時代から誇る
べき歴史を積み上げてきました。　　　　　　
　そして、前橋空襲からも高い志を持って蘇り
ました。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　改めて、今を生きる私たちの責任を心に刻み
ます。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　「明治維新」　「戦後復興」　に次ぐ「県都再生」
は今です。　　　　　　　　　　　　　　　　
　新たな価値観に立つ純粋な精神に結びついた
市民の心がそれを成します。　　　　　　　　
　ともに成し遂げてまいりましょ
う。　　　　　　　　　　　　　

地域審議会と地域懇話会を開催します
　富士見地区地域審議会と大胡・宮城・粕川地区地域懇話会を開
催します。新市建設・基本計画事業の進

しん

捗
ちょく

状況などについて説明。
各地区とも、先着10人まで会議を傍聴できます。各開催日当日の
会議開始30分前から10分前までに会場へ直接お越しください。
□富士見地区地域審議会
日時＝10月29日㈭午前10時
会場＝富士見支所　
問同支所☎027-288-2211
□地域懇話会
●大胡地区
日時＝11月13日㈮午前10時
会場＝大胡地区農村環境改善センター　
問大胡支所☎027-283-0111
●宮城地区
日時＝10月28日㈬午前10時
会場＝宮城公民館　
問宮城支所☎027-283-2131
●粕川地区
日時＝11月11日㈬午前10時
会場＝粕川支所
問同支所☎027-285-4111

■対象製品
［ヤマトボーイKT］
製造ロット番号 品質保証期間
KO331 2005.01
KO331 2005.02
KN326 2005.02
KD317 2005.03
K1426 2005.04
K2407 2005.05
K2420 2005.05
K3407 2005.06
K3419 2005.06
K4422 2005.07
K7424 2005.10

［FMボーイK］
製造ロット番号 品質保証期間
KN301 2005.02
KN322 2005.02
KD319 2005.03
K1425 2005.04
K2408 2005.05
K2421 2005.05
K3406 2005.06
K3418 2005.06
K4423 2005.07
K7425 2005.10

市役所　〒371-8601大手町二丁目12-1　☎027-224-1111

くらしの情報申＝申し込み　問＝問い合わせ

広報まえばし　平成27年10月15日号15 14

く
ら
し
の
情
報

IN
FO
RM
A
TIO
N


